
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度
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％

24.9

％

％

％

％

◆総合計画における位置付け等 平成18年10月27日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 リサイクルシステムの構築とごみの減量化・資源化の推進 課長名 江成博

評価担当部 環境事業部

第２節 リサイクル型社会の構築

指標５

達成率 #DIV/0!

指標４

達成率 #DIV/0!

指標３

達成率 #DIV/0!

２６．１％ 21

新一般廃棄物処理基本計画
における目標年次２２年の目
標値。28％２７．４％

指標２

達成率
19

89.2

22.2

９６６グラム 21

新一般廃棄物処理基本計画
における目標年次２２年の目
標値。９６０グラム９６２グラム

指標１

達成率
19

103.6

936

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標４

指標３

H12

指標２ 減量・資源化率等
資源回収量／(資源回収量＋ごみ排出量(生活系）
４３，７４６トン／(４３，７４６トン＋１５７，６６２トン） ２１．７％ H12

指標１ 1人1日ごみ排出量
ごみ排出量／人口(次年度４月１日)／年間日数
*1,000,000 217,003/606,897/365*1,000,000 ９８０グラム

＊人件費は、職員一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 2,329 1,929

合計 1,434,658 1,286,372

事業費 1,094,621

人件費 191,751

目標値の考え方（根拠）

市民・事業者・行政が一体となり、ごみの減量化・資源化の推進に取り組むなど「資源循環型都市 さがみはら」の実現を目指して
います｡
１８の個別事業に取り組み、多様な方法で施策の実現に努めている｡

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

基本目標 ゆとりある みどり豊かな環境共生都市をめざして 施策コード 21210

政策名（章） 第１章 人と自然にやさしい地域社会をつくります

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 ごみ減量推進課



１次評価

A

２次評価

A

３次評価

課題
○新たな資源分別回収品目の追加
○既存の資源分別回収品目の回収量の増加

解決策
○新たな資源分別回収処理体制(品目の追加）の確立､実施（平成18年10月北部地域､12月南部地域実施）
○市民の主体的取り組みを促進するための情報提供、啓発の充実（平成１８年から市ホームページ､広報
紙、地域説明会及び街頭キャンペーン等で実施）

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

整理された解決策により、より一層の課題の解決に努めることが望まれる。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 10 評価結果に基づく区分（3 項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

4

近年、地球規模での環境問題や資源の枯渇問題などが社会問題として注目され､さらに、循環型
社会形成推進基本法をはじめ環境負荷の少ない循環型社会の構築を目指した法令の整備が次々
と進められています。こうした状況を背景に、市民満足度調査結果からも施策に対する重要度､満
足度ともに高い評価がされ、市民･事業者･行政が相互に協力･連携し事業展開を図る。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

2

循環型社会形成推進基本法に掲げられる「3R」の第一優先順位であるリデユース（廃棄物の発生
抑制）を推進するためには､包装廃棄物の削減､事業者によるリサイクルシステムの確立が重要で
あり、デポジット制度、リターナブル容器の普及促進及び分別しやすい商品づくりなど、拡大生産者
責任の徹底が望まれる。

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4

平成１７年１０月から資源分別回収品目としてステーション回収を全市で実施した使用済み食用
油については､追加品目の回収量のみならず､既存品目の分別の意識を高めるなどの効果が得ら
れた｡また、一般廃棄物において重量比で２割､容積比で６割を占める容器包装廃棄物の全市での
ステーション回収実施に先立ち､諸条件の検証を行うため大沢地区で実施した分別回収の実証実
験をうけ、平成１８年度は全市での本格実施に移行する。

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.361で51施策の中で6番目。
○重要度は4.116で14番目である。
○改善要望度は0.0527で21番目である。
○年齢別にみると、満足度は60歳代以上で高く、30、40歳
代で低くなっている。
○重要度は年代の差はあまりみられない。
○前回調査と比較すると、満足度は施策の順位に大きな違
いはなく、重要度は下がっている。
○満足度の順位では、20歳代で前回調査より大幅に上
がっている。
○重要度の順位では、50歳代で前回調査より大幅に下
がっている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

リサイクル型社会の構築

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 21210
構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

廃棄物減量等推進審議会
等 経費 清掃総務課 1 0.50 6,135 8 0.30 2,415 594 3,009

資源分別回収事業 ごみ減量推進
課

1 0.50 592,015 1 0.50 4,025 564,012 568,037

ペットボトル・白色トレイ回収
事業

ごみ減量推進
課

2 7.72 117,658 2 7.70 61,985 25,827 87,812

集団資源回収事業 ごみ減量推進
課

3 0.82 78,243 3 0.80 6,440 56,863 63,303

資源循環推進施設整備計
画策定経費

ごみ減量推進
課

4 0.30 6,165 0 0

剪定枝資源化事業 ごみ減量推進
課

5 0.10 22,471 5 0.50 4,025 20,107 24,132

生ごみ処理容器購入助成
事業

ごみ減量推進
課

1 0.50 9,934 6 0.50 4,025 10,797 14,822
大型生ゴミ処理機導入モデ

ル事業
大型生ごみ処理機導入モデ

ごみ減量推進
課

2 0.30 2,946 7 0.30 2,415 1,709 4,124

リサイクルスクエア運営事業 ごみ減量推進課
1 0.68 38,108 9 0.70 5,635 23,380 29,015

リサイクル週間経費 ごみ減量推進
課

2 0.37 8,030 9 0.40 3,220 3,450 6,670

粗大ごみ戸別収集事業 北清掃工場 1 1.20 307,343 11 0.89 7,165 182,384 189,549

粗大ごみ受入施設 ごみ減量推進
課 2 8.21 181,019 0 0

南部粗大ごみ受入施設運営事業 南清掃工場 11 0.54 4,347 35,646 39,993

北部粗大ごみ受入施設運営事業 北清掃工場 11 0.59 4,750 72,584 77,334

不法投棄対策事業 ごみ減量推進
課 3 1.00 29,390 15 1.50 12,075 23,429 35,504

美化推進費 ごみ減量推進
課 1 1.00 33,201 15 1.00 8,050 18,724 26,774

美化運動推進事業補助金 ごみ減量推進課 2 0.00 2,000 15 0.30 2,415 1,580 3,995

一般廃棄物処理システム
調査研究費 清掃総務課 完 0.30 2,415 1,625 4,040

一般ごみ夜間収集事業 事業系ごみ対策課 14 2.00 16,100 50,563 66,663

事業系ごみ減量化等促進
経費

事業系ごみ対
策課 4 5.00 40,250 1,347 41,597

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

23.20 1,434,658 23.82 191,751 1,094,621 1,286,372

23.20 1,434,658 23.82 191,751 1,094,621 1,286,372合計

計

リサイクルシステムの構築とごみの減量化・資源化の



コード 21210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

リサイクルシステムの構築とごみの減量化・資源化の


